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ニホンウナギ天然遡上個体/養殖放流個体の識別

■目　　的
　我が国では養殖ウナギが放流される事例が
多く見られるため、ウナギの資源回復に対す
る放流の効果を検証するためには、養殖放流
個体の生残，成長，降河回遊および再生産を
追跡する必要がある。本研究では、ニホンウ
ナギの天然遡上個体と養殖放流個体を識別す
る可能性を探った。

■方　　法
　元素の安定同位体はわずかに重さが違うた
め、成長した環境の温度などによってその比
率が異なることが予想される。生活履歴が記
録される組織である耳石で、酸素・炭素安定
同位体比を調べ、その個体が天然か養殖かを
検証するとともに、経歴不明の個体がどちら
に該当するかを予測するモデルを構築した。

■結果と波及効果
　本研究で得られた予測モデルは、95個体
の放流が行われていない河川の天然遡上個体

（図中青）と314個体の養殖場で飼育中の養
殖個体（図中黒）のうち、96.8%を正確に判
別した（図１）。このモデルを養殖－放流後
に天然水系で過ごし、再度採捕した20個体

（図中赤）に適用したところ、100％養殖放
流個体と判別された。本手法を適用して，河
川や沿岸域，産卵場で捕獲された個体に占め
る養殖放流個体の割合を明らかにすることに
より，放流効果の検証につなげることができ
る。
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図１　‌�天然遡上個体（青），養殖個体（黒），放流－再採捕
個体（赤）の耳石酸素・炭素安定同位体比。


